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予 算 

「住む人に豊かさを、訪れる人に感動を」

　　　　　　　　　　与えられるまちを目指して

　

町
の
一
般
会
計
の
総
額
は
１
０
６
億

３
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
４
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
一
人
当
た
り

に
換
算
す
る
と
約
１
２
２
万
円
が
今
年
度
の

事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
町
税
に
お
い
て
、
電
力
関
係

一
般
会
計
は
前
年
度
比
２
・
４
％
減

事
業
者
の
業
績
不
振
等
の
影
響
に
よ
り
増
収

が
見
込
め
ず
、
前
年
度
比
で
０
・
2
％
減
の

40
億
７
８
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
財
産
収
入
が

大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
町
の

文
化
協
会
と
体
育
協
会
が
解
散
さ
れ
、
そ
の

残
余
財
産
を
受
け
入
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
通
常
ベ
ー
ス
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

平成 25 年度当初 

（　）内は前年度比

使用料および手数料 5,906 万円（1.3%）

その他 2 億 480 万円（0.1%）

財産収入など 6,416 万円（-76.7%）

分担金および負担金 4,902 万円（-5.5%）

諸収入 2 億 5,415 万円（-3.1%）

町税
40 億 782 万円

（-0.2%）

国庫支出金
26 億 886 万円

（0.5%）

地方交付税
12 億 9,752 万円

（3.5%）

県支出金
12 億 2,770 万円

（-17.7%）

繰入金 
8 億 2,991 万円（23.7%）

一般会計歳入

　今年度も引き続き、第１次おおい町総合計画に基づき、居住の場の

確保、雇用の場の確保などの環境整備に重点を置いて、活気にあふれた

元気のある町づくりに取り組んでいきます。 問 総務課  ☎ 77・1111

自主財源　49.7％
依存財源　50.3％

歳入
106 億 300 万円

（-2.4％）

自

主

財

源

依

存

財

源
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特別会計名 予算額 前年度比
（％）

後期高齢者医療事業 89,289 千円        0.7

国民健康保険事業 827,446 千円        0.1

国民健康保険診療事業 90,004 千円 ▲    5.6

介護保険事業 810,841 千円 ▲    0.2

介護サービス事業 4,962 千円        7.7

簡易水道事業 363,908 千円 ▲  31.9

農業集落排水事業 417,024 千円      19.1 

特定環境保全公共
下水道事業

104,476 千円 ▲  13.0

合　　計 2,707,950 千円 ▲    4.4

　

依
存
財
源
の
県
支
出
金
に
お
い
て
、
前
年

度
比
17
・
７
％
減
の
12
億
２
，
７
７
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
電
源
地
域
の
安
心
と

活
力
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
が
減
額
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
整
備
が
本
格
化
す
る
た

め
、
総
務
費
で
前
年
度
比
27
・
１
％
増
の

19
億
６
，
３
０
３
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
し

た
空
調
設
備
の
改
修
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
民
生
費
で
前
年
度

比
13
・
５
％
増
の
19
億
１
，
９
０
２
万
円
を

　　  【用語解説】

●一般会計
　地方公共団体の行政運営上
基本的な分野を行う会計
●特別会計
　特定の事業を特定の収入を
もって行う会計
●歳入・歳出
　会計年度におけるすべての
収入を歳入といい、すべての
支出を歳出という。
●自主財源・依存財源
　町が自主的に調達するお金
かどうかによって歳入を区分
したもの
●国庫支出金
　特定の目的のために国から
交付されるお金
●県支出金
　特定の目的のために県から
交付されるお金
●地方交付税
　町の財政力などに応じて国
から交付されるお金

（　）内は前年度比

議会費
1 億 1,099 万円（-2.2%）

労働費 4,950 万円（± 0%）

商工費
4 億 5,583 万円（-53.0%）

消防費
2 億 8,021 万円（-6.2%）

災害復旧費 7,300 万円（563.6%）

公債費
3 億 8,327 万円（-0.9%） 

予備費 2,000 万円（± 0%）

総務費
19 億 6,303 万円

（27.1%）

民生費
19 億 1,902 万円

（13.5%）

歳出
106 億 300 万円

（-2.4％）

農林水産業費
18 億 1,081 万円

（-9.3%）

教育費
16 億 4,968 万円

（2.8%）

衛生費
 10 億 882 万円

（-14.0%）

土木費
8 億 7,884 万円

（-12.9%）

一般会計歳出

特別会計

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
費
に
つ
い
て
、
道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ

大
飯
の
建
設
工
事
完
了
に
よ
り
前
年
度
比

53
・
０
％
減
の
４
億
５
，
５
８
３
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

８
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
と

比
較
し
て
１
億
２
，
４
５
９
万
円
、
率
に
し

て
４
・
４
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
け
る
犬
見
浄
水
場

改
良
工
事
の
完
了
や
大
津
呂
ダ
ム
完
成
に
伴

う
工
事
負
担
金
の
減
な
ど
が
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
費
が
大
き
く
増
加

特
別
会
計
は
前
年
度
比
４
・
４
％
減
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平成 25 年度 主要施策・新規事業

総
務
費

● 

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

３
億
１
２
９
万
円

　

災
害
時
の
非
常
用
通
信
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
町
内
全
域
で
デ
ジ
タ
ル
同

報
無
線
を
整
備
す
る
。

● 

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
６
，
５
０
１
万
円

　

大
飯
・
名
田
庄
両
地
域
間
で
統
一
化

さ
れ
て
い
な
い
告
知
放
送
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
更
改
を
行
う
。

● 
世
界
少
年
野
球
大
会
招
致
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
３
万
円

　

８
月
に
嶺
南
地
域
を
会
場
に
開
催
さ

れ
る
世
界
少
年
野
球
大
会
の
経
費
。

● 

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
８
万
円

　

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
を

行
う
。

● 

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
９
，
３
８
８
万
円

　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
の
通
常
の
管
理

費
の
ほ
か
、
空
調
設
備
の
改
修
工
事
な

ど
を
行
う
。

民
生
費

● 

介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
１
７
５
万
円

　

お
お
い
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
宮
留

区
に
建
設
す
る
居
宅
介
護
施
設
の
整
備

費
用
を
補
助
す
る
。

● 

鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
億
２
６
５
万
円

　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農
作

物
被
害
や
集
落
環
境
を
守
る
た
め
、
山

ぎ
わ
に
恒
久
的
な
金
網
柵
を
設
置
す
る
。

● 

農
作
物
鳥
獣
害
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
８
１
４
万
円

　

昨
年
若
狭
町
に
整
備
さ
れ
た
「
有
害

鳥
獣
処
理
加
工
施
設
」
の
負
担
金
や
、

町
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
へ
の
有
害
鳥

獣
捕
獲
駆
除
活
動
の
委
託
な
ど
を
行
う
。

● 

水
田
農
業
活
性
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
１
７
万
円

　

認
定
農
業
者
の
方
な
ど
に
対
し
、
経

営
面
積
を
拡
大
す
る
た
め
機
械
の
購
入

費
用
を
一
部
助
成
す
る
。

● 

地
域
農
業
振
興
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
８
２
万
円

　

老
朽
化
し
た
Ｊ
Ａ
の
育
苗
ハ
ウ
ス
の

更
新
な
ど
に
対
す
る
補
助
を
行
う
。

農
林
水
産
業
費

● 

地
域
を
活
か
す
特
産
品
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
５
万
円

　

研
磨
炭
の
製
炭
技
術
を
地
域
の
資
源
と

し
て
伝
承
し
、特
産
品
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。

● 

漁
業
近
代
化
施
設
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
６
万
円

　

漁
業
施
設
等
の
整
備
に
対
し
て
助
成

を
行
う
。

● 

海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
１
万
円

　

昨
年
報
告
さ
れ
た
「
福
井
県
に
お
け
る

津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
」を
受
け
、

町
の
津
波
に
対
す
る
安
全
対
策
の
調
査
・

計
画
を
行
う
。

※ ● は新規事業です

金
網
柵



し
、
大
島
南
浦
地
区
の
宅
地
造
成
工
事

を
行
う
。
ま
た
、
名
田
庄
三
重
地
区
の

宅
地
造
成
に
向
け
て
、
用
地
測
量
調
査

と
基
本
計
画
の
策
定
を
行
う
。

● 

み
ど
り
の
広
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

４
億
７
，
２
１
２
万
円

　

町
総
合
運
動
公
園
に
サ
ッ
カ
ー
や
ラ

グ
ビ
ー
競
技
な
ど
に
利
用
で
き
る
球
技

場
、
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
を

整
備
す
る
。

● 

み
ど
り
の
広
場

　
　
　

竣
工
記
念
式
典
開
催
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
１
４
万
円

　

今
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
み
ど
り

の
広
場
の
竣
工
記
念
式
典
を
開
催
す
る
。

● 

小
学
校
校
舎
等
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　

２
億
１
，
６
２
７
万
円

　

本
郷
小
学
校
校
舎
と
給
食
講
堂
の
耐

震
補
強
工
事
を
行
う
。

● 
中
学
校
校
舎
等
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
４
６
万
円

　

大
飯
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
補
強
工

事
の
実
施
設
計
を
行
う
。

● 

観
光
振
興
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

３
，
９
２
８
万
円

　

観
光
客
誘
致
の
た
め
の
各
種
対
策
を

図
る
ほ
か
、
町
観
光
協
会
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
や
出
向
宣
伝
な
ど
の
経
費
を
助
成

す
る
。

● 

賑
わ
い
創
出
施
設
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
５
２
３
万
円

　

道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
の
オ
ー
プ

ン
の
準
備
と
、
維
持
管
理
な
ど
を
行
う
。

● 

砂
防
指
定
地
申
請
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　

福
井
県
が
計
画
す
る
砂
防
事
業
（
名

田
庄
久
坂
・
長
渕
川
）
の
実
施
に
向
け

た
砂
防
指
定
申
請
書
の
作
成
を
行
う
。

● 

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
事
業

　
　
　
　
　
　

３
億
１
，
２
１
６
万
円

　

県
、
第
三
セ
ク
タ
ー
、
民
間
企
業
な

ど
と
連
携
し
、
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
の
維

持
管
理
を
行
う
。

● 

住
宅
用
地
造
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

７
，
４
６
３
万
円

　

平
成
26
年
度
の
分
譲
開
始
を
目
指

5

商
工
費

土
木
費

教
育
費

み
ど
り
の
広
場
完
成
イ
メ
ー
ジ

世
界
少
年
野
球
大
会
へ
の
理
解
と
協
力
を

求
め
る
㈶
世
界
少
年
野
球
推
進
財
団
理
事
長

王
貞
治
さ
ん

出
向
宣
伝
（
大
阪
府
）
の
様
子

本
郷
小
学
校
校
舎
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名田庄診療所長　中村伸一

　

二
月
二
十
二
日
、
T
B
S
で
約

二
十
分
間
、
首
都
圏
だ
け
で
す
が
、

名
田
庄
の
地
域
医
療
が
放
映
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
番
組
を
編
集
す
る
段
階

で
、
T
B
S
側
が
放
映
に
関
し
て
最

も
悩
ん
だ
の
が
、冒
頭
の
部
分
で
し
た
。

番
組
の
冒
頭
は
こ
ん
な
感
じ
で
し
た
。

　
「
午
後
８
時
、
居
酒
屋
で
乾
杯
し

た
す
ぐ
後
に
、
患
者
さ
ん
か
ら
の
電

話
が
鳴
っ
た
。
時
間
外
診
療
の
依
頼

で
あ
る
。
患
者
さ
ん
自
ら
が
運
転
す

る
迎
え
の
車
に
乗
っ
て
、
居
酒
屋
か

ら
診
療
所
に
行
き
、
そ
の
ま
ま
診
察
。

治
療
後
、
再
び
患
者
さ
ん
の
車
で
居

酒
屋
に
戻
っ
た
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　

こ
の
内
容
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
皆

さ
ん
は
ど
う
感
じ
る
で
し
ょ
う
か
。

「
飲
ん
で
い
て
も
呼
ば
れ
る
な
ん

て
、結
構
大
変
な
仕
事
だ
な
」「
で
も
、

患
者
さ
ん
も
元
の
居
酒
屋
に
送
っ

て
行
く
な
ん
て
、粋い

き

だ
よ
ね
」「
き
っ

と
い
い
関
係
な
ん
だ
ろ
う
な
」
な
ど

と
、
好
意
的
に
受
け
止
め
て
く
れ
る

方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
は
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
の
中
そ
う
甘
く
は
な

い
と
、
T
B
S
の
ス
タ
ッ
フ
は
考
え

て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、「
酒
を
飲
ん

で
い
て
診
察
す
る
と
は
、
何
事
か
！
」

「
飲
酒
し
て
診
察
し
て
何
か
あ
っ
た

ら
、誰
が
責
任
を
と
る
ん
だ
」
と
い
っ

た
批
判
が
く
る
と
予
測
し
た
の
で
す
。

そ
の
批
判
の
矛
先
が
T
B
S
で
あ
れ

ば
、
彼
ら
の
中
で
対
応
で
き
る
の
で

す
が
、
私
に
批
判
が
向
け
ら
れ
る
と

申
し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
彼
ら

に
働
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

医
師
に
は
“
応
召
義
務
”
が
あ

り
ま
す
。“
王
将
義
務
”
な
ら
、
餃

子
を
食
べ
れ
ば
よ
い
の
で
結
構
な

こ
と
で
す
が
（
笑
）、
そ
う
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
よ
。

　

少
々
お
固
い
話
に
な
り
ま
す
が
、

応
召
義
務
と
は
医
師
法
で
定
め
ら
れ

た
も
の
で
、「
診
療
に
従
事
す
る
医

師
は
、
診
察
治
療
の
求
め
が
あ
っ
た

場
合
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
拒

ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
正
当
な
理
由
が
何
な
の
か
は

は
っ
き
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
一
般
的
に
は
不
在
の
と
き
や
医

師
自
身
が
病
気
の
と
き
な
ど
、
事
実

上
診
療
で
き
な
い
場
合
を
指
し
ま

す
。
し
か
も
、
こ
の
義
務
を
怠
る
、

つ
ま
り
診
察
治
療
の
求
め
に
応
じ
な

く
て
も
罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

妙
な
決
め
事
で
す
。

　

医
師
が
飲
酒
し
て
い
る
と
き
に
診

察
治
療
の
求
め
が
あ
っ
た
ら
、
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
が
実
に

微
妙
な
ん
で
す
よ
ね
。
医
師
が
多
数

居
て
、
当
直
の
交
代
勤
務
が
で
き
る

大
き
な
病
院
な
ら
ば
、
飲
酒
し
た
医

師
が
診
察
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
常
勤
医
師
が
一
人

だ
け
で
近
隣
に
医
療
機
関
が
な
い
よ

う
な
へ
き
地
離
島
の
診
療
所
で
は
、

飲
酒
し
て
い
て
も
呼
ば
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
。
中
小
病
院
で
も
、
そ
の

分
野
（
例
え
ば
消
化
器
内
科
）
の
専

門
医
が
一
人
し
か
居
な
い
ケ
ー
ス
は

よ
く
あ
っ
て
、
ま
さ
に
そ
の
医
師
し

か
対
応
で
き
な
い
病
気
（
例
え
ば
吐

血
）
の
患
者
が
来
た
と
き
、
そ
の
医

師
は
飲
酒
し
て
い
て
も
対
応
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

結
局
、
各
地
域
の
医
療
体
制
に

よ
っ
て
応
召
義
務
の
レ
ベ
ル
が
変

わ
る
の
は
当
然
だ
と
判
断
さ
れ
た

の
で
、
ほ
ろ
酔
い
診
療
を
放
映
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

月 火 水 木 金 土

午前

１診 新谷 新谷 新谷 新谷 担当医

２診 渡瀬 渡瀬 渡瀬

３診 堀江 堀江 堀江 堀江

午後 １診 堀江 渡瀬 渡瀬 新谷 堀江 休診

堀
江 

秀
行
医
師

福
井
県
立
病
院
か
ら

（
4
月
1
日
付
け
）

川
﨑 

佑
輝
医
師

越
前
町
国
民
健
康

　

保
険
織
田
病
院
へ

（
3
月
31
日
付
け
）

■ 

受 

付 

時 

間　

【
午
前
】
８
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

【
午
後
】
13
時
30
分
か
ら
16
時

■ 

診 

療 

時 

間

【
午
前
】
９
時
か
ら
12
時

【
午
後
】
14
時
か
ら
16
時
30
分

● 

第
１
木
曜
日　

【
午
前
】
新
谷
医
師
、
渡
瀬
医
師

【
午
後
】
堀
江
医
師

● 

休        

診　

 

土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日
、

祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

医
師
外
来
担
当
表
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

『地域の皆さまに少しでも貢献で
きたらと考えております。よろし
くお願いいたします』

医
師
異
動
の
お
知
ら
せ

こ
ち
ら

 　

な
ご
み
診
療
所

な
ご
み
診
療
所　
　

☎
77
・
２
７
５
３

　
　

  

※
健
康
保
険
証
は
、
月
に
１
度
必
ず
窓
口
で
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

※
診
察
予
約
な
ど
の
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

地
元
で
放
映
さ
れ
な
か
っ
た

　
　
　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
『
Ｎ
ス
タ
』
～
そ
の
２
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地域包括支援センター通信

  

　地域包括支援センターでは、地域で暮らす高齢の皆さんがいつまでも健やかに
生活していけるよう、介護、福祉、健康などさまざまな面から総合的に支援して
おります。
　普段の暮らしのなかで、不安に感じたり、お悩みの際は、どんな些細なことで
もお気軽にご相談ください。保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員・介護支
援専門員・訪問相談員などが相談に応じ、それぞれの専門性を生かしながらチー
ムで対応します。

保健福祉センターなごみ内

なごみ保健課 地域包括支援センター

　　　　　　　　　☎ 77・2770

あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　☎ 67・2000

ご利用ください！

竹原

治面地 大谷 村松

田中

四方 成瀬

渡辺

今年度から、定例の介護相談日を設けました！！

　【大 飯 地 域】　と　き　第３木曜日　9 時 30 分～ 11 時 30 分　　
　　　　　　　　ところ　保健福祉センターなごみ　　　　　　
　【名田庄地域】　と　き　第３木曜日　9 時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　　　　　　　　　（６、７月のみ第３火曜日）
　　　　　　　　ところ　あっとほ～むいきいき館

中村　　　　　　　　   紙谷

おおい町地域包括支援センターのメンバーです。

よろしくお願いします！
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域
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い

地
　

県
道
坂
本
高
浜
線
の
第
１
期
工
事
の
開
通

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
期
工
事
で
は
、

未
整
備
区
間
の
う
ち
約
２
・
３
キ
ロ
を
整
備
。

道
幅
７
メ
ー
ト
ル
以
上
の
８
つ
の
橋
が
架
け

ら
れ
、
片
側
１
車
線
の
対
面
通
行
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　

開
通
式
に
は
、
西
川
知
事
を
は
じ
め
県
や

町
の
関
係
者
な
ど
約
80
人
が
出
席
し
、
時
岡
町

長
は
「
地
域
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
町
の
大
動

脈
で
、
住
民
の
利
便
性
が
向
上
し
、
原
発
へ
の

防
災
対
策
も
確
立
で
き
ま
す
」
と
開
通
の
喜
び

を
語
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
第
２
期
工
事
に
向
け
て
の
調

査
が
始
ま
り
、
今
後
、
残
り
約
１
・
２
キ
ロ
の

区
間
の
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

 

（
３
月
18
日　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
）

力
の
安
定
供
給
に
向
け
て

電
　

若
狭
お
お
い
太
陽
光
発
電
所
の
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
、
町
、
関
西
電
力
㈱
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針

が
合
致
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多
角
化
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
お
り
、
犬
見
区

の
町
有
地
約
１
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
縦
１
メ
ー

ト
ル
、
横
１
・
６
メ
ー
ト
ル
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

が
１
，
９
１
８
枚
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

工
事
発
注
は
関
西
電
力
㈱
が
行
い
、
完
成

後
は
年
間
約
50
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
発
電
が

見
込
ま
れ
、
近
隣
の
配
電
線
を
利
用
し
、
犬
見

区
、
大
島
地
区
の
約
１
５
０
世
帯
へ
の
電
力
供

給
が
可
能
と
な
る
ほ
か
、
年
間
の
二
酸
化
炭
素

排
出
量
が
約
２
０
０
ト
ン
削
減
さ
れ
ま
す
。

　

完
成
は
、
今
年
11
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。　

 　
　
　
　

 

（
３
月
21
日　

犬
見
区
）

完成イメージ（関西電力㈱提供）

統
的
民
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム

伝
　

平
成
24
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
伝
統
的

民
家
普
及
促
進
事
業
」
の
第
１
号
と
し
て
、

大
島
地
区
の
伝
統
的
民
家
が
３
月
29
日
に
改

修
工
事
を
終
え
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
「
福

井
県
伝
統
的
民
家
認
定
制
度
」
に
認
定
さ
れ

た
建
物
を
対
象
と
し
、
地
域
固
有
の
伝
統
的

民
家
の
保
存
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
助
成

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
民
家
は
明
治
初
期
に
建
て
ら
れ
、
外

壁
を
漆し

っ
く
い喰

で
塗
り
込
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
、

風
が
屋
内
に
入
る
こ
と
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
造
は
海
に
面
す
る
嶺
南
地
方
の
特

徴
と
さ
れ
て
お
り
、
大
島
地
区
の
生
活
様
式
を

知
る
う
え
で
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

く
さ
ん
の
人
を
魅
了

た
　

佐
分
利
公
民
館
で
花
見
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

佐
分
利
公
民
館
生
涯
学
習
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

行
事
、
今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
、
急
き
ょ

予
定
を
１
週
間
早
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
多
い
約
80
人
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
町
内
の
桜
の
名
所
を
巡
る
花
見
バ
ス

や
模
擬
店
、
お
茶
席
な
ど
豊
富
な
催
し
と

き
れ
い
な
桜
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
「
佐
分
利
川
沿
い
の
桜
並

木
の
美
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

来
年
も
必
ず
参
加
し
た
い
で
す
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

 

（
４
月
６
日　

佐
分
利
公
民
館
）
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ー
プ
ン
の
準
備
着
々
と

オ
　

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
が
進
ん
で
い
る

道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
の
直
売
所
に
商
品

を
出
荷
す
る
関
係
者
が
集
ま
り
、
参
画
者
協

議
会
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
関
係
者
約
１
２
０
人
が
集
ま
り
、

は
じ
め
に
時
岡
町
長
が
「
海
の
幸
か
ら
山
の

幸
ま
で
あ
る
町
に
と
っ
て
、
道
の
駅
は
う
っ

て
つ
け
の
地
域
活
性
化
施
設
。
既
存
施
設
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
運
営
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

運
営
に
関
す
る
規
約
や
、
野
菜
、
食
品
、

工
芸
品
な
ど
品
目
ご
と
の
統
括
部
会
の
役
員

が
決
定
さ
れ
た
ほ
か
、
会
長
に
木
村
秀
樹
さ

ん
（
名
田
庄
小
倉
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
は
、
５
月
30
日

に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
、
６
月
１
日
、
２
日
に

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

　

 

（
４
月
８
日　

道
の
駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
）

１
０
０
万
人
達
成
！

祝
　

こ
ど
も
家
族
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
４
年

半
、来
館
者
数
１
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
目
の
来
場
者
と
な
っ
た
の
は

兵
庫
県
明
石
市
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た
田

村
さ
ん
一
家
の
咲さ

ち智
ち
ゃ
ん
（
５
歳
）。
サ
ザ

エ
さ
ん
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

を
見
た
の
が
き
っ
か
け
で
家
族
５
人
で
来
館
。

　

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、時
岡
町
長
が
「
来

館
者
、
県
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
に
感
謝
い

た
し
ま
す
」
と
述
べ
、
ホ
テ
ル
う
み
ん
ぴ
あ

の
宿
泊
券
や
、
こ
ど
も
家
族
館
の
年
間
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
咲
智
ち
ゃ

ん
は
「
お
お
い
町
と
こ
ど
も
家
族
館
へ
来
る

の
は
初
め
て
。
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
帰
り
た
い
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

 　
（
３
月
20
日　

こ
ど
も
家
族
館
）

業
組
合
と
し
て
再
出
発

企
　

梅
加
工
グ
ル
ー
プ
の
「
う
め
っ
ぽ
」
が
企

業
組
合
に
な
り
ま
し
た
。

　

う
め
っ
ぽ
は
、
大
飯
梅
生
産
組
合
女
性
部

の
有
志
が
、
町
特
産
品
の
梅
の
付
加
価
値
向

上
を
目
指
し
て
平
成
20
年
に
結
成
し
、
こ
れ

ま
で
梅
干
し
や
梅
加
工
品
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
企
業
組
合
の
設
立
報
告
と
越

し
の
ル
ビ
ー
を
使
っ
た
「
と
ま
と
ジ
ャ
ム
」

な
ど
の
新
商
品
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
ま
と
ジ
ャ
ム
は
、
規
格
外
の
ト
マ
ト
が

使
わ
れ
、
い
ち
ご
の
ジ
ャ
ム
よ
り
も
マ
イ
ル

ド
な
味
わ
い
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
道
の

駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
な
ど
で
の
販
売
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
３
月
27
日　

尾
内
区
）
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町民体育デー

26 日（日）
場所　佐分利地区：佐分利小学校
　　　本郷地区：あみーシャン大飯、総合運動公園体育館
　　　大島地区：しーまいる
　　　名田庄地区：名田庄総合運動場　他

 しの笛講座（名田庄公民館）

　3 月 6 日、13 日、20 日、25 日の 4 回
シリーズで、しの笛講座を開催しました。
　名田庄太鼓保存会勇粋連代表の東 隆宏
さん（名田庄小倉）を講師に迎え、17 人
の参加がありました。
　参加者の年齢層は 6 歳から 55 歳まで
と幅広く、ほとんどの方は、しの笛を吹

読書会
19 日（日）
10:00 ～ 11:30
対象　読書会会員
題材　「名もなき毒」

ブランケットファミリー
5 日（日）
10:00 ～ 11:30
内容　絵本の読み聞かせ
　　　工作など

布絵本の会
13 日（月）
13:30 ～ 15:30
内容　布絵本作り

読書会「源氏物語を読む会」
9 日（木）
13:30 ～ 15:00

 

布えほんサークル活動
14 日（火）19:00 ～ 21:00

19 日（日）13:30 ～ 15:30
対象　一般、ボランティア
内容　布絵本作り

音楽とお話を楽しむ会
28 日（火）
11:00 ～ 11:30
対象　0 歳から 4 歳までの
　　　乳幼児と保護者
内容　日本語と英語のお話・
　　　手遊び歌で遊びます。

おはなし会 おひざでだっこ
16 日（木）
10:30 ～（20 分程度）
対象　０～ 3 歳児とその保護者
内容　絵本の読み聞かせ、手
　　　 あそび、わらべうたなど

活 動日記

いた経験がありませんでしたが、丁寧
な指導を受け簡単な曲を 1 曲吹けるま
で上達しました。
　参加した上中 春奈さん（12 歳）は「最
初は、吹けるかどうか心配していたけ
ど、吹けるようになったので楽しかっ
た」と満足そうでした。

名田庄公民館
（里山文化交流センター）☎ 67-3250

大飯図書館・史料館
☎ 77-2820

名田庄図書館
☎ 67-3703

ブックスタート
5 日（日）
10:00 ～ 10:30

フラダンス教室
1 日 ,15 日（水）
19:30 ～ 21:00
講師　荒木　和枝 氏

映画上映会
17 日（金）
19:30 ～

（10 分前から入場可能）
上映作品
　　「ティファニーで朝食を」

ブックスタート
15 日（水）
13:00 ～ 14:30
演じ手　図書館ボランティア
場　所　保健センターなごみ

寄せ植え教室
22 日（水）
19:30 ～ 21:00
講師　相蘇　龍一 氏
内容　季節の花の寄せ植え
参加料　2,000 円（材料代）



11

5月

 チャレンジランキング 2013

　3 月 2 日、名田庄のふれあいぬくもり
センターを会場にチャレンジランキング
2013 を開催しました。
　今年は 20 人の参加があり、みんなで「豆
つまみ皿うつし」などユニークな全 9 種
目に挑戦し、種目ごとに幼児の部、小学
校低・高学年の部それぞれのチャンピオ

ンを決定しました。
　子どもたちは、記録更新を目指して
何度も挑戦していました。
　今回は、２種目で新記録が誕生する
など、会場は子どもたちの熱気と笑顔
であふれていました。

学習掲示板学習掲示板生生涯涯
歴史教室
18 日（土）
14:00 ～ 16:00
講師　暦会館　藤田館長

活動日記

大島公民館
（はまかぜ交流センター）☎ 77-3011

中央公民館
（総合町民センター）☎ 77-1150

佐分利公民館
（ふるさと交流センター）☎ 78-1211

町を楽しむ会定例会
15 日（水）
19:30 ～ 
施設見学や史跡めぐりを通
して、町のことを話し合い
ます。随時ご参加ください。

絵画教室
25 日（土）
13:00 ～ 15:00
講師　渡辺　淳 氏

ゲートボール教室
18 日（土）
13:30 ～
対象　一般

卓球教室
9 日（木）,14 日・21 日・28 日・6 月 4 日（火）（全 5 回）
19:30 ～ 21:00
場所　総合運動公園　体育館
対象　小学生以上
参加料　200 円（保険料を含む）

第 22回ふるさとファミリーウォーク

19 日（日）
受付　9:00 ～
スタート　佐分利小学校
今年は、佐分利地区を歩きます。

英会話教室
◆幼児コース　  7 日 ,21 日（火）19:30 ～ 20:15  
◆児童コース　14 日 ,28 日（火）19:30 ～ 20:15
◆一般コース　  7 日 ,14 日 ,21 日 ,28 日（火）
　　　　　　　20:30 ～ 21:30
講師　ジェイコブ・ルース 氏、ジェイ・スワイスタル 氏

フラメンコ教室
9 日 ,23 日（木）
20:00 ～ 21:30 
講師　石田　ちなみ 氏

フラワーアレンジメント教室
10 日（金）
19:30 ～ 21:00 
講師　柿本　紀子 氏
参加料　2,000 円（材料代）

第 1 回ヨーガ教室
18 日（土）
10:00 ～ 11:30
講師　小牧　理絵子 氏
場所　あみーシャン大飯　
　　　　（ふれあいホール）

バランスボール教室
10 日 ,17 日 ,24 日 ,31 日（金）
19:30 ～ 21:00
講師　岩澤　恵子 氏
対象　一般

バスケットボール教室
8 日 ,15 日 ,22 日 ,29 日 ,6 月 5 日（水）（全 5 回）
19:30 ～ 21:00
場所　総合運動公園　体育館
対象　小学生以上
参加料　500 円（保険料を含む）
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厚
生
労
働
省
で
は
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
等
、
厚
生
労
働
行
政
の
企
画
お

よ
び
立
案
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得

る
た
め
、
国
民
生
活
基
礎
調
査
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
調
査
日
】
６
月
６
日
㈭
現
在

【
調
査
方
法
】
調
査
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
な
っ
た
方
の
お
住
ま
い
に
、
４
月

下
旬
か
ら
調
査
員
が
直
接
伺
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

限
は
５
月
31
日
㈮
で
す
。
納
税
通
知

書
は
、
５
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
原
則
と

し
て
24
時
間
ど
こ
で
も
、
土
曜
、
日

曜
、
祝
日
で
も
納
付
が
可
能
で
す
。

　

も
し
あ
っ
て
も
直
接
言
い
に
く
い

と
い
う
人
の
た
め
に
、
そ
の
解
決
や

実
現
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
、
総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
行
政
相

談
委
員
」
で
す
。

　

相
談
は
、
口
頭
、
電
話
、
書
面
の

い
ず
れ
の
方
法
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
県
や
町
の
仕
事
に
つ
い
て
の

内
容
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
定
例
行
政
相
談
も
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

大
飯
地
域

　

と　

き　

毎
月
第
１
金
曜
日

　

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

　

と
こ
ろ　

あ
み
ー
シ
ャ
ン
大
飯

　

担
当　

福
尾
達
雄
さ
ん
（
万
願
寺
）

　
　
　
　

☎ 

77
・
０
８
９
４

■ 

名
田
庄
地
域

　

と　

き   

毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

　

と
こ
ろ　

名
田
庄
総
合
事
務
所

　

担 

当　

中
野
岩
二
郎
さ
ん（
納
田
終
）

　
　
　
　

☎ 

67
・
３
２
５
５

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、

● 

嫌
な
思
い
や
け
が
を
し
た

● 

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
不
満
が
あ
る

● 

職
員
の
対
応
が
悪
い

な
ど
事
業
所
に
直
接
話
し
に
く
か
っ

た
り
、
事
業
所
と
の
話
し
合
い
で
解

決
で
き
な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
必

ず
守
り
ま
す
。

【
相
談
時
間
】

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
祝
日
・

年
末
年
始
は
除
き
ま
す
）

※
相
談
は
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
主
に

国
の
仕
事
に
つ
い
て
「
困
っ
て
い

る
こ
と
」
や
「
要
望
し
た
い
こ
と
」

ま
た
は
「
苦
情
」
な
ど
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

お
知
ら
せ

NEWS&

INFORMATION

■おおい町役場
　☎ 77-1111 ㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222 ㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155 ㈹

■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000 ㈹

■ i ネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

人身 1 件
死者 0 人
傷者 1 人
物損 33 件

町 内交通事故発生状況
（平成 25 年 3 月 31 日現在）

　死亡事故０
ゼロ

継続日数
227 日

人権相談
里山文化交流センター

5月15日 （水） 13時～15時
日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じます。相談無料で秘密は固
く守られますのでご安心くだ
さい。

総
務
課
☎
77
・
１
１
１
１

問

行
政
に
つ
い
て

　
　
　

お
気
軽
に
相
談
を

納
期
限
ま
で
に

　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　

  

苦
情
解
決
を
お
手
伝
い

福
井
県
運
営
適
正
化
委
員
会

☎
０
７
７
６
・
24
・
２
３
４
７

問

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
52
・
１
３
０
０

問 国
民
生
活
基
礎
調
査
に

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
正
し
い
人
権

の
考
え
方
を
広
め
、
皆
さ
ん
の
人
権

が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
、
各
種
普
及
・

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

嶺
南
振
興
局
税
務
部

☎
56
・
２
２
２
３

問

住
民
福
祉
課
☎
77
・
１
１
１
１

問

佐
分
利
川
の
河
川
水
位
を
監
視

　

町
で
は
、
風
水
害
対
策
の
一
環
と

し
て
、
本
郷
地
区
の
佐
分
利
川
河
口

付
近
の
２
箇
所
に
「
河
川
水
位
監
視

カ
メ
ラ
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

台
風
や
豪
雨
等
に
よ
り
河
川
の
増

水
が
心
配
さ
れ
る
際
に
は
、
カ
メ
ラ

の
映
像
を
役
場
や
若
狭
消
防
署
大
飯

分
署
で
監
視
し
な
が
ら
、
水
位
変
化

の
状
況
把
握
や
避
難
勧
告
等
の
判
断

に
役
立
て
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
こ

の
カ
メ
ラ
の
映
像
を
10
分
間
隔
の
静

止
画
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
佐

分
利
川
の
増
水
が
心
配
さ
れ
る
場
合

等
に
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
で
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
、
新

た
に
中
嶋
良
子
さ
ん
（
口
坂
本
）
が

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。

総
務
課
☎
77
・
１
１
１
１

問

おおい町 河川監視カメラ 検  索

１

２
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三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

運
気
は
一
轉
し
て
衰
運
に
向

か
う
恐
れ
あ
り
。
異
性
間
の
問

題
が
も
と
で
周
囲
の
調
和
が
崩

れ
そ
う
。
邪
念
を
す
て
誠
意
で

解
決
せ
ね
ば
大
き
な
損
失
と
も

な
る
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

運
気
は
中
運
。
あ
ま
り
強
気

な
行
動
は
禁
物
。
大
き
な
反
発

が
あ
る
。
何
事
も
慎
重
堅
実
に

行
え
ば
相
当
の
成
果
が
見
込
ま

れ
る
。
移
転
、新
規
開
発
等
は
吉
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

運
気
は
変
化
変
動
の
激
し
い

月
と
な
る
。
無
闇
に
動
き
回
ら

ぬ
方
が
賢
明
。
人
生
の
転
機
で

は
あ
る
が
自
ら
行
動
を
起
こ
さ

ず
自
然
の
流
れ
の
波
に
乗
る
の

が
賢
明
。

5 月の運気
   （5 月 5 日～ 6 月 4 日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

運
気
は
思
い
の
上
昇
し
総
て

が
活
気
に
溢
れ
て
く
る
。
し
か

し
焦
り
は
禁
物
。
確
実
な
情
報

の
も
と
に
行
動
す
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
。
待
て
ば
好
機
は
来

る
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

運
気
は
ま
だ
回
復
せ
ず
暗
雲

の
中
に
あ
る
が
ご
と
き
状
態
が

続
く
。
心
眼
を
用
い
て
前
途
を

誤
ら
ず
ほ
ど
に
慎
重
に
行
動
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
光
明
は
必
ず
現

れ
る
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

運
気
は
盛
運
。
無
事
に
港
内

に
着
岸
し
た
感
じ
。
後
半
の
岐

路
が
肝
心
。
波
風
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
進
む
べ
き
航
路
の
選

択
で
吉
凶
が
大
転
換
す
る
。
慎

重
に
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

運
気
は
低
迷
の
状
態
を
脱
し

切
れ
な
い
。
自
信
喪
失
の
感
も

あ
る
が
好
機
は
必
ず
来
る
。
焦

ら
ず
自
信
の
充
実
に
努
め
る
の

が
将
来
に
つ
な
が
る
。
西
方
に

光
明
あ
り
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

運
気
は
低
迷
を
脱
し
た
。
行

動
に
移
っ
て
も
良
し
。
多
少
の

障
害
は
覚
悟
が
必
要
。
良
き
計

画
の
基
に
こ
そ
成
功
は
あ
る
。

粗
雑
な
企
画
で
は
成
就
も
容
易

で
は
な
い
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

運
気
は
順
調
で
何
事
も
自
分

の
思
う
が
如
く
に
な
り
そ
う
だ

が
、
吉
凶
の
境
目
に
有
り
も
っ

と
も
大
事
な
時
な
り
。
身
辺
の

充
実
を
十
分
に
計
り
備
え
図
る

べ
し
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～

☆
一
白
水
星　

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星　

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星　

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星　

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星　

大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生
、
25
生

☆
六
白
金
星　

大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生
、
24
生

☆
七
赤
金
星　

大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星　

明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星　

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

よ
ろ
し
く

　
　

お
願
い
し
ま
す

区　名　　    氏　名
川　上　　三谷  清司
三　森 　岩﨑  誠一
久　保 　柿本  正博
安　川 　小畑  信幸
福　谷 　白谷  正廣
石　山 　武藤  政幸
佐　畑 　盛下  正弘
小車田 　筒井  信秀
鹿　野 　谷口  新市
笹　谷 　柿本  吉治
岡　安 　下防  和明
神　崎 　松井  一弘
広　岡 　松井  健治
万願寺 　福尾  貢司
父　子 　國久  英雄
野　尻 　福島  紀男
芝　崎 　牧田  耕治

平成 25年度　区長紹介
山　田 　吉田  実
岡　田 　齊藤  勝巳
小　堀 　川端  正一
成　和 　川端  道雄
尾　内 　池田  寛治
長　井 　堀口  賢一
東　浜 　木村  仁昭
犬　見 　西尾  新一
駅　前 　新谷  三代士
青　戸 　浦谷  彰吾
１の１ 　池田  卓夫
１の２ 　堀口  勉
　２ 　時岡  良雄
　３ 　村松  健吾
仲の町 　猿橋  三男
　５ 　赤井  正雄
　６ 　赤井  三千生

　７ 　松宮  武司
　８ 　渡邉  圭一郎
　９ 　北野  彰啓
10 の１ 　荒木  出
10 の２ 　稲垣  忠雄
　11 　時岡  司雄
12 の１ 　松本  剛
12 の２ 　田中  信彦
　13 　時岡  伸吉
　14 　浜田  綱好
　15 　山田  晃司
西　村 　下西  幸雄
南　浦 　神野  透
河　村 　上佐近  政雄
日角浜 　吉田  健一
畑　村 　糀谷  博文　
脇今安 　中根  正隆

宮　留 　長濵  武士
納田終 　岩佐  由則
坂　本 　細川  渉
井　上 　竹岡  清孝
西　谷 　的場  弥治
　中 　田歌  正樹
　下 　菅原  儀左ヱ門
小　倉 　東  透
美　川 　小西  守
久　坂 　上中  憲治
三　重 　林  義男
下久田 　小森  哲彦
　　　　　　（敬称略）

総務課  ☎ 77・1111問
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原子力防災訓練を実施しました

大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,408.0億kwh 8,645日

１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,217.3億kwh 8,018日

３号機 118 万 KW 平成3年12月 1,704.2億kwh 6,031日

４号機 118 万 KW 平成5年2月 1,712.2億kwh 6,033日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 25 年３月末日現在の数値です。

４月 ５月

原子炉起動時期未定

本格運転中

　 本格運転中

　

  　　           原子炉起動時期未定

　大飯発電所では、３月１３日、福島第一原子力発電所事故（地震・津波により、全電源喪失）
を想定した原子力防災訓練を行いました。
　訓練では、関係者の緊急時対応能力の向上を目的に、発電所員、協力会社員、若狭消防組
合を含む約３００人が参加し、本部運営通報連絡訓練、事故拡大防止訓練、消防総合訓練など、
緊急時における対応を確認しました。 　
　今後も訓練を充実し、安全対策を確実に実施することにより、原子力防災対策の一層の充
実を図ります。

大
飯  

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

Topics

平成 25 年

▲若狭消防組合との連携による消防総合訓練

▲本部運営、通報連絡訓練（代替指揮所）

▲事故拡大防止訓練（給水用消防ポンプ設置）
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な ご み

いきいき   5月

まちの人口
平成 25 年 4 月 1 日現在　　（　）は前月比

保健福祉センター「なごみ」
なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

あっとほ～むいきいき館
保健福祉室　☎ 67-2000

休日在宅当番医

休日救急医療機関 小浜病院

■乳幼児健康診査

　２歳児・３歳児健診　 10 日㈮

　６～７か月児・１歳６か月児健診　 　　15 日㈬

■マタニティセミナー 1 日㈬、22 日㈬

■すくすく広場 17 日㈮

■はぐはぐの会 14 日㈫

■離乳食教室 8 日㈬

■心の健康相談・ミニデイケア 24 日㈮

あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
総人口　　　　　8,728　　　　（ー６６）

   男　　　　　　4,268　　　　（ー３１）

   女　　　　　   4,460　　　　（ー３５）

世帯数　　　　　3,200　　　　（ー１２）

戸籍の 窓 （敬称略）

平成 25 年 3 月 13 日から
 　  平成 25 年 4 月 7 日届出まで

赤ちゃん

おくやみ

   名前　       性別　     保護者　        住所

植田　陽
は る の し ん

之心　　男　　 登・美雪　　　　 駅前

福島　咲
さ や

耶　　　女　　 義則・順子　　　 宮留

治面地　秀
しゅうすけ

輔　　男　　 一馬・理恵　　　 岡安

本郷　巧
た く と

人　　　男　　 孝則・宏美　　　 尾内

  名前         年齢      性別　　  住所

松宮　文雄　　　85 歳　　  男　　　８区

栁原　啓司　　　82 歳　　  男　　　佐畑

齊藤　清孝　　　82 歳　　  男　　　岡田

福尾　正夫　　　74 歳　　  男　　　万願寺

池本　辰男　　　84 歳　　  男　　　名田庄虫鹿野

小原　耕　　　　71 歳　　  男　　　岡田

荒木　賤子　　　98 歳　　  女　　　９区

栗田　良隆　　　62 歳　　  男　　　福谷

山口　富子　　　88 歳　　  女　　　１３区

渡邉　弘　　　　88 歳　　  男　　   １０の２区　

細川　一郎　　　88 歳　　  男　　   名田庄口坂本　　　

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ごめい福をお祈りします。

■乳幼児健康診査

　６～７か月児・１歳児健診 31 日㈮

■すくすく広場　　　　　           10 日㈮

■一般健康相談 毎週木曜日

■ふれあいのつどい 15 日㈬

■心の健康相談 22 日㈬

■ミニデイケア 1 日㈬

■離乳食教室 29 日㈬

■納田終・井上・中地区 9 日㈭ 17 日㈮ 28 日㈫

■坂本・西谷地区　　 7 日㈫ 16 日㈭ 24 日㈮

■下久田・久坂・下地区 10 日㈮ 21 日㈫ 30 日㈭

■三重・小倉・美川地区 2 日㈭ 14 日㈫ 23 日㈭ 31 日㈮

  3 日（金）  高浜病院　　     4 日（土）  なごみ診療所 

  5 日（日）  高浜病院　　　  6 日（月）  なごみ診療所

12 日（日）  和田診療所　   19 日（日）  高浜病院

26 日（日）  永谷医院

たかさご

    名前　           住所（　）は旧姓・旧住所

 森本　裕貴　　　　　岡安
（福田） 亜希乃　　　　（坂井市）

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。
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編
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後
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編
集

　
企

画
課

　
T
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 0770-77-1111　
F

A
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 0770-77-1289　
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ail kikaku@

tow
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発
行

　
福

井
県

お
お

い
町

　
〒

919-2111　
福

井
県

大
飯

郡
お

お
い

町
本

郷
136-1-1

◆
平

成
25

年
4

月
23

日
◆

広
報

▼
８
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
、
道
の

駅
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
直
売
所
参
画

者
協
議
会
設
立
総
会
で
、
は
じ
め

て
施
設
の
中
に
入
っ
て
き
ま
し
た

▼
思
っ
た
よ
り
も
中
は
広
く
、
当

た
り
前
で
す
が
、
と
て
も
き
れ
い

で
明
る
か
っ
た
で
す
▼
建
物
の

中
か
ら
は
大
島
の
海
が
一
望
で

き
、
ま
る
で
自
分
が
海
の
中
に

立
っ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
に
な
り

ま
し
た
▼
総
会
の
雰
囲
気
と
運
営

に
関
わ
る
方
々
の
お
話
を
聞
き
な

が
ら
、
多
く
の
お
客
さ
ん
を
呼
ぶ

施
設
に
な
る
予
感
が
し
ま
し
た
▼

町
民
の
皆
さ
ま
の
高
い
関
心
を
集

め
、
そ
れ
に
応
え
得
る
施
設
が
で

き
あ
が
り
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要

に
な
る
の
が
広
報
で
す
▼
多
く

の
人
に
施
設
を
知
っ
て
も
ら
い
、

ま
ず
は
一
度
足
を
運
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
▼
先
月
号
で
紹
介
し
た

ス
イ
ー
ツ
審
査
会
で
も
、
あ
ら
た

な
町
の
顔
と
な
り
そ
う
な
作
品
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
か

に
も
野
菜
や
工
芸
品
、
食
品
な

ど
、
ど
ん
な
商
品
が
並
ぶ
の
か
、

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
や
ジ
ェ

ラ
ー
ト
工
房
は
ど
う
な
る
の
か
な

ど
、
今
か
ら
わ
く
わ
く
し
ま
す
▼

と
い
う
こ
と
で
、
６
月
１
日
と
２

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
家
族
そ
ろ
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
（
な
る
と
）

知っているようで意外と
知らない、地区の伝統や
歴史をご紹介します

　

鹿
野
区
の
八
幡
講
は
、
毎
年
３
月
15

日
と
10
月
15
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

八
幡
講
は
、
約
３
０
０
年
間
の
歴
史
が

あ
る
と
言
わ
れ
、
講
員
の
数
は
当
初
か
ら

約
20
年
前
ま
で
33
戸
で
増
減
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
で
は
、
新
規
加
入
世
帯
を
含
む
区

全
体
が
参
加
し
て
お
り
、
区
を
５
つ
に
分

け
て
、
１
班
あ
た
り
10
軒
前
後
で
宮
の
世

話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

祭
礼
の
当
日
、
講
員
は
集
落
セ
ン
タ

ー
に
集
ま
り
「
八
幡
宮
」
と
書
か
れ
た
掛

軸
に
神
酒
や
魚
な
ど
を
供
え
、
食
事
を
済

ま
せ
た
後
、
八
幡
神
社
へ
参
詣
し
ま
す
。

　

習
わ
し
は
歳
月
を
重
ね
て
受
け
継
が

れ
、
今
も
集
落
内
の
共
同
意
識
を
高
め
、

人
間
関
係
を
支
え
て
い
ま
す
。

集
落
内
の
結
束
を

　
　
　
支
え
る
習
わ
し

この人に聞きました！
塚本 繁治さん
　  （鹿野区）

八幡神社の筆頭総代。

塚本さんは「区や神社の役員と、数え年で厄年になる

方が境内にあがって祈祷を受け、みんなで集落内の安

全を祈ります。自分が厄年で祈祷を受けたときのこと

をついつい思い出します」と語ってくれました。

八
は ち ま ん こ う

幡講
おおい町鹿野区
問い合わせ先　おおい町　郷土史料館　☎ 77-2820

（平成 25 年 3 月 15 日）

お
お
い
な
る
伝
統△八幡講の様子①

△八幡講の様子②

△八幡講の様子③


